



On the Dimensional Stabilities of 6 Nylon Yarn after Heat Treatments 
Ishio TSU]lMOTO ， Nobuo MOTO]l 
The properties of co1d drawn 6 ny10n yarn which was heated at various temperatures 
under the atmospheric condition or in vacuo， under tension or no-tension was already 
described in the previous papers. 
The authors， in this paper， tried to define and to designate the demensional stability 




ば，以後収縮し難くなり，対蛾性を向上し又触感の向上も期待されるo 他 )-(6) これを周知の如く普
通熱固定と称されているo糸，織物の固定度合は，熱固定時の諸条件に依存するo現在工業的に行
われている熱固定法としては次の如きものがあるo
( 1 ) 膨潤性のある適度に加温された液体，例えば水による固定。(1000C以下〉













緩和時間の概念からいえば，結合の緩和時間 }.-A.e日 cu-ポテ>'i/ヤノレ・エネノレギー T-絶














































HS3 = (ε。ー ε)/e目 x 100 (.%) ー (3) 
以上の残留熱収縮率の担，U定は，乾熱処理の緊張時(空気，真空加熱の場合とも〕は20土lOC，
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0箔緊張では比較的低温の6(PC処理近傍で 第 3 図
既に固定度が略100彪となり，それ以上の温度では伸長してかえって固定度を悪くしているo 又2
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